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三(六二五・六二六)年?某寺様列月用餅斗帳歴J (67TAM377:06，04，03，07，02，01，08，05 (写) Ii'図
文.D 1、四00頁以下〈録) Ii'文書』皿、二二五頁以下。以下、⑩とする)に (24)， r粟拾陸併、得









N r長生馬」一匹 31 
o r長生馬」一匹+r私馬」一匹 1 















































































である。むしろ「童量孟童年間勘合行馬・亭馬表啓J (68TAM99: 5/7 (a) ，5/3 (a) ，5/11 (a) ，5/6 (a) ，5/1 




















先に⑦の「入亭馬(人) Jについて、 r (行馬として)亭馬を納入した(者) Jと r(行馬を)亭
馬に組み入れた(者)Jというこ案を示しておいたが、以上の検討から、後者をとるべきことも明ら








なる馬種が存在していたことは、 「亘量年次未詳(六世紀前期・中期)騨馬残文書J (73TAM524:33/ 











すことができた な ら ば 、 望外といわなければならない。(完)
【註】






書J ( 64TAM24: 34 (録) Ii'文書.!IV、五頁以下)の「後入酒」や、 「童呈年次未詳(七世紀前
期)基盤塙作額文書J (60TAM339:50-1/1.2・3・4・5・6 (写) Ii'図文.!I 1、三九六頁以下〈録〉
『文書』田、二一六頁以下)の「後入人Jなどの「後」字と同じ意味と思われるが、詳細は今
後の課題である。




















(36 ) ただし「亭馬」と「不任行馬」の内容の異同についてはわからない。あるいは、 「行馬」を
安易に「任行馬」の略称と決めつめる ζ とも誤りなのかもしれない。
( 37) 荒川正晴「唐代駅伝制度の構造とその運用 J (Ii'会報』第七九~八三号、一九九二年)、参
回。
(38 ) ただし、 『図文』の写真から判断する限り、当該部分を「騨馬」と釈読するには、なお推測
が含まれるようである。
( 39) この点に関しては、関尾、前掲「トゥルファン出土高昌国税制関係文書の基礎的研究J (六
-近刊)を参照されたい。
-紹介:鍾興願・儲懐員主編『吐魯番攻児井』
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